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19世紀イギリス文献から見る偽装茶葉の染色加工
― Robert Fortune の記録を中心に―
趙 　　思　倩
Adulterated Tea in Britain during the 19th Century
Based on Records by Robert Fortune
ZHAO Siqian
Tea maintained its position throughout this whole period as China’s largest single 
export item. Adulterated tea expanded with the development of the overseas Chinese tea 
market, especially green tea. It was the British East India Company that monopolized the 
sales channel of Chinese green tea after the 17th century. From the beginning of green 
tea’s introduction into the British market in the 17th century, green tea was liable to 
adulteration because of its high price, and expansion of the consumer market that 
increased demand for green teas, as well as free trade, which encouraged the adulteration 
of tea products as this increased profits. British venture merchants focused on the tea 
trade from the 1840’s, and at the time when the Yangtze River was opened to foreigners 
in 1860, British import duty on tea was reduced. The quantities of tea export began to 
rise immediately after the opening of the Yangtze in 1860. The reductions in import duty 
more fully reflected in the selling prices of tea in Britain; a large number of tea merchants 
also entered at the same time as prosperity from the tea trade in Britain brought huge 
profits. The rising trend of tea exports from China and its declining prices together 
determined the aggregate value of China’s tea exports. In the prosperous 1860s, the fall in 
prices was more than offset by the increase in the quantity exported. There were indeed 
fluctuations, caused mainly by the competition among buyers after the opening of the 
Yangtze when heavy speculation went on in both China and Britain. For this reason, a 
considerable amount of adulterated green tea was sold in the British market in the 19th 
century, and many British researchers tested imported green tea as an experimental 
object and constantly questioned the quality of tea leaves. The complicated issues 
surrounding the adulterated tea during this period have not been fully studied. Thus, this 
paper will look at the adulterated tea in the British market during the 19th century by 
examining Robert Fortune’s investigation records in the coloring process of adulterated 
tea.
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はじめに
　17世紀60年代、ポルトガル王国のキャサリン・オブ・ブラガンサ（Portuguese princess Catherine of 
Braganza）は、イングランド王国のチャールズ 2 世（Charles II）の王妃となり、当時ポルトガルで流
行していた中国茶葉による飲茶習慣をイギリス皇室に導入した1）。イギリス東インド会社が中国より輸入
した中国茶葉は同時期の人気商品である陶磁器より、「軽い、包装しやすく、破損しにくい」2）という三
長所があってイギリス商人に喜ばれた。長時間の海運はリスクを伴うため、東インド会社にとって茶葉
は、陶磁器のように一旦破損すると商品が売れないという問題が無いため、貿易のリスクを大幅に低下
させた理想的な商品と見られた。つまり、茶葉は舶来の奢侈品としてイギリスの上流社会階層が自分の
地位と品格を顕彰できる理想的な嗜好品となった。
　1834年になると、アダム・スミスに代表される自由貿易主義と重商主義はイギリスで盛んとなること
に伴い、東インド会社が長期に独占していた中国市場の貿易権はイギリスの議会に制限され、対中の茶
葉貿易権も開放された。その結果、東インド会社の大型商船より融通性と迅速性を持つ新型の小規模貿
易会社に属する商船は、茶葉運輸の貿易活動に参入し3）、しかも、このような商船は、自身の高い機動性
と良好な適応性に頼ってアジアと欧州を速やかに往復することができ、茶葉運輸のコストを大幅に縮小
し、茶葉の価格もそれとともに漸々低廉化して大衆化した。
　ついで、17世紀中頃からイギリス国内で普及し始めた「喫茶店」と、1840年代に第 7 代ベッドフォー
ド公爵フランシス・ラッセル（Francis Russell, 7 th Duke of Bedford）の妻であるアンナ・マリア
（Anna Maria Russell）が始めたイギリス上流社会の文化の一つである「アフタヌーン・ティ （ーAfternoon 
Tea）」4）という喫茶習慣が大衆化したため、茶葉は一般人も消費するようになった。
　さらに、19世紀中葉に入ると、イギリスの下流階層の日常生活まで浸透していた茶葉は、この新たな
飲食文化に欠かせない嗜好品飲料として、急速にイギリス全土に流行し、全イギリスの日常消費品とな
った。昔はただ東インド会社の貿易リストに記載されている日用商品の一つであった茶葉は、イギリス
人の生活必需品になり、飲茶という行為もイギリス人を代表する習慣の象徴になった。その結果、イギ
リス市場における激増した中国茶葉の需要は、中国からの茶葉貿易の規模を拡大するとともに、茶葉が
中国・イギリス貿易の最も重要な貿易品となったのである。
　しかし、茶葉の貿易量の拡大は、不正な貿易品の拡大ともなり、茶商人は利潤を追求するため、商品
である茶葉の重量を増加する方法として、茶葉の中に砂や不純物を混入させ、または古い茶葉或は他の
1 ） Jerome Ch’en, State Economic Policies of the Ch’ing Government 1840-1895, New York & London: Garland 
Publishing, 1980, A Garland Series: The Modern Chinese Economy, Edited by Ramon H. Myers, p62.
2 ） The Natural History of the Tea-Tree, with observations on the medical qualities of tea, and coffee of tea-drinking, 
John Coakley Lettsome, London, 1772, p49.
3 ） Jerome Ch’en, State Economic Policies of the Ch’ing Government 1840-1895, New York& London: Garland 
Publishing, 1980, p73.
4 ） Deadly Adulteration and Slow Poisoning Unmasked; or, Disease and Death in the Pot and the Bottle, London: 
Sherwood, Gilbert and Piper, 1830.
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植物、ひいては化学物質が添加された茶葉を高級品の茶葉と偽って販売することがしばしば見られた。
　そこで、本文は主にイギリスが輸入した茶葉数量のデータを分析し、イギリス市場における偽装茶葉
が氾濫している原因に注目したい。
一、19世紀イギリスの茶葉消費状況
　茶葉は17世紀からイギリスに輸入されたが、年間輸入量がごく少量で高価であったことから、早期の
茶葉は舶来品としてイギリス市場に広く受け入れられなかった。このような状況を招いたのは、茶葉自
身の価格が重要な要因であった以外に、茶葉がイギリス全国に普及しなかったもう一つの要因は茶葉に
対する市場の認知度が低かったことだと思われる。
　イギリス人、とりわけイギリスの貴族階層は、茶葉を飲むことが、最初は自分の地位を顕彰するため
であったろう。イギリス人にとって茶葉は「遥かな東洋からの飲み物」であったため、人々に神秘的な
感じを与えるという茶葉の魅力は、茶葉を贅品とする消費者心理を招いた。以上のような要因で、早期
におけるイギリス市場で茶葉という商品に対する需要は多くなかった。
　1772年になると、イギリスの医師である John Coakley Lettsome （1744-1815）が主筆であった“The 
Natural History of the Tea-Tree”が出版され、健康の面から茶葉の良さについて論述した5）。この著書
の出版は当時の社会で熱烈な反響を呼び、飲茶という行為は健康に関わると思われ、健康を求める指標
となった。この結果、イギリス市場における茶葉の市場の認知度と消費量はそれとともに極めて上昇し
た。19世紀のイギリス市場における茶葉の受容状況を検討するため、“State Economic Policies of the 
Ch’ing Government 1840-1895 6）”に見られる茶葉消費量と茶葉価額のデータについて以下の表 1 に整理
した。
表 1　1801-1871年イギリス市場における茶葉の年度消費量と販売状況7）
年
消費総額 一人当たり消費量 税金額 平均税率 平均価格
（mil. lbs.） lb. oz. （mil. £） （per lb.） 税込み 税抜き
1801 23.7 1 8 1.4 1/2½d. 3/- 4/2½d.
1802 25.4 1 9 1.6 1/3½d. 3/1½d. 4/5d.
1803 24.9 1 9 1.9 1/6½d. 2/10¾d. 4/5¼d.
1804 22.1 1 6 2.6 2/4¼d. 3/- 5/4¼d.
1805 24.3 1 7 3.3 2/9 3/1d. 5/10d.
1806 22.2 1 5 3.4 3/1¼d. 3/3d. 6/4¼d.
1807 23.8 1 6 3.5 2/11½d. 3/4d. 6/3½d.
5 ） The Natural History of the Tea-Tree, with observations on the medical qualities of tea, and coffee of tea-drinking, 
John Coakley Lettsome, London, 1772.
6 ） Jerome Ch’en, State Economic Policies of the Ch’ing Government 1840-1895, New York & London: Garland 
Publishing, 1980, A Garland Series: The Modern Chinese Economy, Edited by Ramon H. Myers.
7 ） From BPP, （204） LIV, Customs House Report, 10.5.1872; and, ‘the Annual Statement of the Trade and Navigation 
of the United Kingdom,’ Board of Trade.
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消費総額 一人当たり消費量 税金額 平均税率 平均価格
（mil. lbs.） lb. oz. （mil. £） （per lb.） 税込み 税抜き
1808 25.2 1 7 3.9 3/1¼d. 3/3½d. 6/4¾d.
1809 21.0 1 3 3.6 3/5d. 3/5d. 6/10d.
1810 24.5 1 6 3.6 2/11¾d. 3/4d. 6/3¾d.
1811 22.5 1 4 3.8 3/4d. 3/4d. 6/8d.
1812 24.6 1 5 3.8 3/1¼d. 3/3¾d. 6/5d.
1813 25.4 1 6 3.8 2/11½d. 3/4½d. 6/4d.
1814 24.4 1 5 4.0 3/3d. 3/5¾d. 6/8¾d.
1815 25.9 1 6 4.1 3/1½d. 3/2d. 6/3½d.
1816 22.7 1 3 3.4 2/11½d. 2/11¾d. 5/11¼d.
1817 24.6 1 4 3.4 2/9½d. 3/0¼d. 5/9¼d.
1818 26.5 1 5 3.9 2/11d. 3/1d. 6/-
1819 25.2 1 4 3.7 2/11d. 2/9¾d. 5/8¾d.
1820 25.7 1 4 3.5 2/9d. 2/9¼d. 5/6¼d.
1821 26.8 1 4 3.7 2/9½d. 2/10¼d. 5/7¾d.
1822 27.6 1 5 3.9 2/10¼d. 2/10d. 5/8¼d.
1823 27.1 1 4 3.8 2/10d. 2/10d. 5/8d.
1824 27.7 1 4 3.9 2/9½d. 2/10d. 5/7½d.
1825 29.2 1 5 4.0 2/9d. 2/9½d. 5/6½d.
1826 29.0 1 5 3.7 2/7d. 2/6¼d. 5/1¼d.
1827 29.9 1 5 3.7 2/5¼d. 2/5d. 4/10¾d.
1828 29.3 1 4 3.4 2/4¼d. 2/4¼d. 4/8½d.
1829 29.4 1 4 3.3 2/3d. 2/2¾d. 4/5¾d.
1830 30.0 1 4 3.4 2/3d. 2/3¼d. 4/6¼d.
1831 30.0 1 4 3.3 2/2¾d. 2/3d. 4/5¾d.
1832 31.5 1 5 3.5 2/2¾d. 2/2½d. 4/5¼d.
1833 31.8 1 5 3.4 2/2d. 2/2d. 4/4d.
1834 35.0 1 7 3.6 2/0¾d. 2/1¼d. 4/2d.
1835 36.6 1 7 3.8 2/1¼d. 1/11d. 4/0¼d.
1836 49.1 1 15 4.7 1/10¾d. 1/7d. 3/5¾d.
1837 30.6 1 3 3.2 3/1d. 1/5¾d. 3/6¾d.
1838 32.4 1 4 3.4 2/1d. 1/7½d. 3/8½d.
1839 35.1 1 5 3.7 2/1d. 1/8½d. 3/9½d.
1840 32.3 1 3 3.5 2/1¾d. 2/7¼d. 4/9d.
1841 36.7 1 6 4.0 2/2¼d. 2/1½d. 4/3¾d.
1842 37.3 1 6 4.1 2/2¾d. 2/0¼d. 4/2½d.
1843 40.3 1 8 4.4 2/2¼d. 1/4¼d. 3/6½d.
1844 41.4 1 8 4.5 2/2¼d. 1/2¾d. 3/5d.
1845 44.2 1 9 4.8 2/2¼d. 1/1¾d. 3/4d.
1846 46.7 1 11 5.1 2/2¼d. 1/1d. 3/3¼d.
1847 46.3 1 10 5.1 2/2¼d. 1/1d. 3/3¼d.
1848 48.7 1 12 5.3 2/2¼d. 1/0¼d. 3/2½d.
1849 50.0 1 13 5.5 2/2¼d. 1/1d. 3/3¼d.
1850 51.2 1 14 5.6 2/2¼d. 1/3¼d. 3/5½d.
1851 53.9 1 15 5.9 2/2¼d. 1/2½d. 3/4¾d.
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消費総額 一人当たり消費量 税金額 平均税率 平均価格
（mil. lbs.） lb. oz. （mil. £） （per lb.） 税込み 税抜き
1852 54.7 2 0 6.0 2/2¼d. 1/0¼d. 3/2½d.
1853 58.9 2 2 5.7 1/11¼d. 1/3¼d. 3/2½d.
1854 62.0 2 4 4.8 1/6½d. 1/3½d. 2/10d.
1855 63.4 2 4 5.3 1/8d. 1/3d. 2/11d.
1856 63.3 2 4 5.5 1/9d. 1/2¾d. 2/11¾d.
1857 69.1 2 7 5.1 1/5½d. 1/5½d. 2/11d.
1858 73.2 2 9 5.2 1/5d. 1/4½d. 2/9½d.
1859 76.3 2 10 5.4 1/5d. 1/6½d. 2/11½d.
1860 76.8 2 10 5.4 1/5d. 1/6¾d. 2/11¾d.
1861 77.9 2 11 5.5. 1/5d. 1/5d. 2/10d.
1862 78.8 2 11 5.6 1/5d. 1/7⅛ d. 3/0⅛ d.
1863 85.2 2 14 4.7 1/1d. 1/6⅝ d. 2/7⅝ d.
1864 88.6 3 0 4.4 1/- 1/6¼d. 2/6¼d.
1865 97.8 3 5 3.2 7⅞ d. 1/7⅞ d. 2/3⅝ d.
1866 102.3 3 7 2.6 6d. 1/7¼d. 2/1¼d.
1867 111.0 3 11 2.8 6d. 1/6⅞ d. 2/0⅞ d.
1868 106.9 3 8 2.7 6d. 1/7¼d. 2/1¼d.
1869 111.8 3 10 2.8 6d. 1/5¾d. 1/11¾d.
1870 117.6 3 12 2.9 6d. 1/5¼d. 1/11¼d.
1871 123.4 3 15 3.1 6d. 1/4½d. 1/10½d.
　以上の表から、19世紀に入ると、イギリスの年間茶葉消費量は一層上昇することが見られ、1783年度
の年間消費総量の5,000,000ポンドと比べると、1801年は 5 倍に増加し、その年間消費総量は23,700,000
ポンドに達した。これらのデータから、イギリス市場において茶葉の大衆への普及の拡大が想像できる。
　しかしながら、19世紀前期の20年間では、イギリスの茶葉年間消費量は決して穏やかに上昇する状態
ではなく、過剰に変動したと言える。とくに、年平均消費量が拡大する趨勢の条件下において、19世紀
10年代（ 1 ポンド4.8オンス）と20年代（ 1 ポンド4.4オンス）の年間一人当たり消費量は明らかに10年
前（ 1 ポンド 6 オンス）より縮小した。この現象を招いた原因は、当時における人口の成長率が茶葉消
費量の成長率より早かったためであろう。茶葉消費量の成長率は10年代の4.6％から一気に15％に高ま
り、過去10年間に比較すると10％増えたが、同時期の人口成長率より依然として少々低かった。
　30年代になると、イギリスにおける一人当たりの茶葉消費量は回復し始め、この10年間の年平均消費
量は34,400,000ポンドになり、20年代の消費量成長率より30年代の20％の成長率は僅か 5 ％増えたが、
この時期の一人当たりの消費量はすでに10年代（10年平均値24,630,000ポンド）と20年代（10年平均値
28,170,000ポンド）のそれを超えたことが明白である。
　とくに注目したいのは、40年代において一人当たりの茶葉消費量の成長率は同年度の茶葉消費量を明
らかに圧倒しており、以前のマイナス成長の傾向と比較すると、イギリス市場全体において茶葉への消
費意欲は大幅に昇進したことが明確になった。1852年にイギリス茶葉市場における一人当たりの消費量
は初めて 2 ポンド時代に入り、イギリス人は茶葉への消費意欲は益々向上して成長率もそれとともに47
％まで至り、40年代の28.7％に比べて倍増したと言える。さらに、1864年になると、一人当たりの茶葉
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消費量は 3 ポンドを突破した。半世紀以上の時間を経て 2 ポンドを超えたことより、一人当たりの茶葉
消費量が 2 ポンドから 3 ポンドに達したこの突破は僅か12年間を費やしたのみで、茶葉消費量の成長率
は速やかに増加していたことが見られる。
　全般の情勢から見ると、1860年に「北京条約」で決められた長江航行の自由、すなわち長江一帯での
通商の自由は批准され、外国船も通行可能になった後、中国において最大の輸出商品となった茶葉の輸
出量は即時的に上昇した。その根拠は、1860年イギリス市場に輸入された茶葉総量が85,000,000ポンド
で（この中で当年の茶葉消費量は76,800,000ポンドである。）、翌年1861年度の茶葉輸入額が92,000,000
ポンドまで上がって、さらに1862年になると、増え続けるイギリスの茶葉年間輸入量は初めて 1 億ポン
ドを超え、109,000,000ポンドに達したことである。
　この期間に太平天国の革命運動は茶葉輸出に少なからざる影響を与えたが、1864年に太平天国が終結
して以降、清朝における茶葉の年間輸出量は年々増加した。具体的には、1865年から1868年にかけて 4
年間の年平均輸出総量の173,000,000ポンドから21,700,000ポンド（1881年－1884年の年平均額）に飛躍
した。一方、清朝の茶葉価格の面から見ると、茶葉輸出量の上昇趨勢が商人に同等の利益の増加をもた
らさなかった。1869年から1872年までの年平均茶葉輸出高は2.11億ポンドで、その年平均価格総額は約
4000万両（約1320万ポンド）であった。1872年－1877年の年平均輸出高は2.63億ポンドまで増えたが、
その年平均価格総額は1869年－1872年の年平均値より逆に3200万両（約990万ポンド）まで下降した。
　このことから分かるように、 5 年間にすぎず、茶葉の価格は顕著に低下していた。この原因について、
まずは茶葉の税金の面から分析したい。中国の海岸から離れる前に、100斤の輸出用茶葉ごとに茶商人は
6.65両から7.65両までの茶葉輸出税を払わなければならなかった。
This meant that the export and other taxes levied by the Chinese authorities amounted to 3¼d 
to 4d per lb. in 1883. At that time the c.i.f. price of tea in London varied between 8¼d and 
9¾d. The Chinese taxes represented one-third or just under half of tea prices in London, an 
arrangement which remained unaltered for a long time8）．
　以上のようにJerome Ch’enが、1883年の茶葉市場を例として、1883年に 1 ポンドの茶葉ごとに約 3 - 4
ペンスの茶葉輸出税と他の雑税を清朝政府に上納しなければならないことを指摘している。しかし、当
時のロンドン市場において 1 ポンドの茶葉の原価（運賃と保険費用を含む）は8.25ペンス～9.75ペンス
であった。これにより、清朝政府が徴収した税金はロンドン市場における茶葉のコストの三分の一また
は半分を長時間にわたり占めていたことが明らかである。このため、茶葉本体の価値を除くと、清朝側
には茶葉原価を下落させる要因はないと推測させる。
　イギリス市場における茶葉価格の下降を引き起こした真の外因は以下のよう考えられる。まずは、運
賃の下降である。スエズ運河の開通は商船の運輸コストを下げたのである。また、白銀価格の変動も茶
8 ） Jerome Ch’en, State Economic Policies of the Ch’ing Government 1840-1895, New York & London: Garland 
Publishing, 1980, A Garland Series: The Modern Chinese Economy, Edited by Ramon H. Myers, p62.
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葉価格に影響したのである。白銀と英ポンドの交換比率は年々下落していたため、イギリス商人にとっ
て清朝から購入した茶葉のコストを減少させることができたのである。とくに注目したいのは、イギリ
スにおいて輸入茶葉への輸入税が顕著に減少したことである。
　長江航行の自由通商を施行する前に、イギリス財務省が毎年の年間租税収入による推定から、イギリ
ス全国の経済総額において茶葉貿易の利潤はすでに10％以上を占めたことをはっきり示したため、イギ
リス政府にとって茶葉貿易は数十億英ポンドの産業と見られ、重大な意義を持つ利益の中心と言えるも
のである。
　1860年以前の長江航行の自由通商が施行される前期の市場を例にとると、当時におけるイギリスの茶
葉輸入税は 1 ポンドごとに 1 シリング 5 ペンスで、イギリス市場における茶葉の原価（運賃と保険費用
を含む）は僅か 1 シリング6.75ペンスであった。ところが、1863年にこの税率は 1 シリング 1 ペンスに
下がり、また、翌年の1864年には 1 シリングとなり、1865年は引き続き 8 ペンス未満に減少した。1866
年は 6 ペンスまで下落し、さらに、1890年になると、僅か 4 ペンスを納入すればよいこととなった。そ
れだけではなく、茶葉輸入税の減少はイギリス市場における茶葉の販売価格に直接的に影響した9）。
　1860年にイギリス市場における茶葉の販売価格は 1 ポンドごとに 2 シリング11.75ペンス（輸入税金を
含む）で、1871年になると茶葉の価格は 1 シリング10.5ペンスまで下がった。販売価格の下落とともに、
イギリス人の一人当たりの茶葉消費量は逆に1860年の 2 ポンド10オンスから1871年の 3 ポンド15オンス
まで上昇した。長江の九江、漢口の開港は安価な中国茶葉がイギリスへ流入する要因ともなったのであ
る。
　1871年以後、ヨーロッパとアメリカの通商活動は不景気になり、さらに、イギリス市場に進出し始め
るインド茶葉もイギリス市場における中国茶葉の独占地位を脅かしていた。その根拠は以下の表に見ら
れる。
表 2　イギリス市場における中印茶葉輸入量対比10）
年
輸入量（mil. lbs.） 消費量（mil. lbs.）
総量 中国茶 印度茶 総量 中国茶 印度茶
1853 70.7 68.6 0.6 58.9 57.6 0.3
1858 75.4 73.4 0.9 73.2 70.3 1.2
1863 136.8 129.4 3.2 85.2 82.1 2.3
1868 154.8 142.1 9.1 106.9 97.4 7.7
1873 163.8 137.2 18.5 132 ― ―
1878 204.9 165.7 35.4 157.7 ― ―
1883 222.3 156.2 61.3 170.8 ― ―
1888 222.8 98.1 112.4 185.5 ― ―
1893 249.5 49.9 187.6 208.1 32.1 172.4
9 ） Jerome Ch’en, State Economic Policies of the Ch’ing Government 1840-1895, New York & London: Garland 
Publishing, 1980, A Garland Series: The Modern Chinese Economy, Edited by Ramon H. Myers, p62.
10） From the Annual Statements of the Trade and Navigation of the United Kingdom with Foreign Countries and 
British Possessions, British Board of Trade.
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年
輸入量（mil. lbs.） 消費量（mil. lbs.）
総量 中国茶 印度茶 総量 中国茶 印度茶
1894 244.3 37.9 194.7 214.3 71.6 240
1895 255.4 34.3 206.8 221.8 74 242.5
1896 265.4 31.1 222.6 227.8 80.3 242.8
1897 266.8 25.1 231.2 231.4 85.5 241.8
1898 271.6 24.2 227.2 235.4 82.5 248.1
　インド茶葉の年間輸入量は1863年の僅か320万ポンドから、1873年の1850万ポンド、また1883年に6130
万ポンドに増加し、さらに、1888年になると、イギリスにおけるインド茶葉の年間輸入量は 1 億ポンド
を超え、前代未聞の11240万ポンドに達して中国を逆転した。これらのデータにより、インドとセイロン
からイギリスへ輸入した茶葉の総量は着実に伸びていることが明白である。
　以上のように、1870年以降、世界茶葉貿易に進出し始めた日本とジャワも中国茶葉産業との競争に加
わった。世界各地における茶葉産業の興起に伴い、イギリスへの茶葉輸出量の増加速度が茶葉価格の下
降速度を超えた現象を招き、従来の茶葉産業のバランスが破られた。清朝高官である陳智も世界茶葉産
業の変容を認知して、茶葉生産業に加入した地域も茶葉貿易に従事する商人もが益々増えているが、茶
葉の輸出総額が逆に下落したことを光緒帝に報告した11）。
　全般から見ると、茶葉貿易と茶葉生産を独占していた中国茶業の地位は、1880年にインド茶業の興起
に脅かされたが、当時に世界茶葉市場の発展状況は両国の茶葉産量を消化することは十分可能であろう。
　1885年以降、世界茶葉市場の発展とともに、伝統的な茶葉産業は市場の需要に応えられず、茶葉生産
と配分は切実に産業改革する必要があると思われた。しかし、社会と政治の角度から見ると、アッサム
のように外国の技術で大規模の茶葉栽培を取り入れること、或は日本のように茶葉品質を標準化するこ
とが清朝政府に支配される当時の中国にとっては困難であったため、中国茶業は逃れられない苦境に陥
ったのである12）。
　中国茶葉輸出量の上昇傾向と価格の下降という二つの要素は、共に中国茶葉の輸出総量を左右した。
茶葉貿易が盛んな1860年代において、激増の茶葉輸出量は、茶葉価格の下落を帳消しにした。この時期
は中国茶業の黄金時代と言える。
　実際に、40年代から投機商人は茶葉貿易に着目していたが、長江航行の自由通商を施行した以降、茶
葉貿易の繁栄は巨額の利潤をもたらすと同時に数多くの海外からの茶商を参入させた。しかし、商人間
の不当競争は中国とイギリス市場において数件の投機事件を引き起し、そのためにイギリス市場では大
量の偽装茶葉が氾濫する状態になったのである。
　茶葉の偽装加工はもはや単に中国の茶葉生産区と販売地には限らず、中国産茶葉を購入した多くのイ
ギリス茶葉商人も直接にイギリス当地で茶葉の偽装加工を行ったから、加工された偽装茶葉を市場で販
11） Jerome Ch’en, State Economic Policies of the Ch’ing Government 1840-1895, New York & London: Garland 
Publishing, 1980, A Garland Series: The Modern Chinese Economy, Edited by Ramon H. Myers, p63.
12） Jerome Ch’en, State Economic Policies of the Ch’ing Government 1840-1895, p63.
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売することが多発した。この事情を導く要因は、イギリス商人にとって茶葉が巨額な利益のシンボルで
あるばかりでなく、またイギリス茶商は茶葉生産事情に無関心であることやイギリス人の僅かな茶葉生
産の知識にも関係していたのである。
　このような状況の成因は遺留された歴史的な問題であるとしか言えず、この隠れた問題は中英茶葉貿
易が開幕した時から存在していた。この 2 世紀以来、イギリスは長い間で中国茶葉貿易の主要な輸入国
であり、ひいては後期になるとイギリスが輸入した中国茶葉の数量はすでに中国全国の茶葉生産量の 2
割を占めていた。しかし、当時における中英茶葉貿易の規模とイギリス人は茶葉生産を把握する程度を
比較すると、双方の隔たりが甚だしいと考えられる。しかも、茶葉は中国の主な輸出品として、その生
産と加工は長時間にわたり中国に限られていたため、中国人は茶葉の栽培、採集、製茶及び加工を行っ
た後、商品の茶葉を原価に加え利潤が含まれる高値でイギリス人に売り出した。
　その結果、この貿易ではイギリスにとって中国が完全に支配する地位に位置していたと見られ、さら
に、イギリス人の僅かな茶葉生産の知識と、イギリス国内における茶葉商人が茶葉の原価を下げること
に対する切実な需要は、このような混乱の状況となった。
　この結果、茶葉貿易独占権が奪われた東インド貿易会社はもはやこの隠れた問題を発覚し、自身の茶
葉貿易の規模を維持するために植物研究家の Robert Fortune を中国に派遣して中国の茶葉生産事情を調
査した。「南京条約」による五港開港の便利のおかげで、Fortune は中国の廣州、上海、寧波、福州、廈
門に行けたが、彼は当時清朝の規定を越えて、開港された五つの沿海地区だけにとどまらず、身分を隠
し中国人の姿に変装する方法により、当時のイギリス人に「北部」と称されていた東南沿海部の農村に
入った。また、Fortune は当時の外国人に未開放であった蘇州府と杭州府、及び茶葉生産地域である徽
州の松蘿山と福建省の武夷山地域など外国人の進入を厳禁する奥地まで潜入し、途中次々と大量の中国
特有の植物のサンプルや種をイギリスに郵送し、中国産の多くの美しい花をヨーロッパへもたらし、し
かも、途中で茶葉に対する研究も調査も行った。
　さらに、1848年に Fortune は 2 回目として中国に赴き茶葉を調査した時、中国の南部へ踏み込んで、
安徽省徽州の緑茶生産区で現地調査を行い、「偽装茶葉」の染色問題を指摘して染色加工の流れを詳細に
記録した。そして、Fortune が茶葉の染色問題を重視するに当たっては、当時イギリス国内における化
学分析の発達と偽装茶葉の氾濫という市場環境と密接に関係していないと思われる。
二、偽装緑茶の染色加工
　19世紀中頃、イギリス植物研究家の Robert Fortune は、イギリス王立園芸協会（元ロンドン園芸協
会、Horticultural Society of London）と東インド貿易会社の依頼により中国へ派遣され、植物の採集と
研究のために前後 3 回中国に赴いた。
　Robert Fortune は、1842年、南京条約ののち、中国で植物を集めるために派遣され、中国人に変装し
て当時外国人の立ち入りが禁止されていた奥地へ潜入し、中国産の多くの美しい花をヨーロッパへもた
らした。その後、彼は英国東インド会社の代表として1848年から 3 年間インドに旅行し、ダージリン地
方への20,000株の茶の苗木の導入に成功し、重要な成果をあげた。彼の努力によってインドとセイロン
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の茶産業が成長し、ヨーロッパの茶市場における中国茶の独占を終了させた。また、紅茶および緑茶が
同じ種類の茶の木から生まれることを発見する最初のヨーロッパ人となった。
　当時、ヨーロッパとアメリカの茶葉市場では、未加工の茶葉より、着色された加工食品と言える偽装
緑茶が、はるかに茶商と消費者より愛顧を受けたために、製茶の時、輸出用の緑茶は染色されたようで
ある。Robert Fortune は第 2 回目に中国に赴いた際、広東地域から離れて当時のイギリス人に「北部」
と呼ばれる中国の南部へ踏み込んで、安徽省徽州の緑茶生産区で「偽装茶葉」の染色加工について詳し
く現地調査を行った。安徽省徽州の緑茶生産区で採用された輸出用緑茶の加工工程を例として、染色加
工を行う手順について詳しく説明した。Robert Fortune は、染色加工の現場で現地考察を行い、これに
関する調査結果を以下のように詳細に記録した。
 Having procured a portion of Prussian blue, he threw it into a porcelain bowl, not unlike a 
chemist’s mortar, and crushed it into a very fine powder. At the same time a quantity of 
gypsum was produced and burned in the charcoal fires which were then roasting the teas. …
Prussian blue had been. The gypsum, having been taken out of the fire after a certain time had 
elapsed, readily crumbled down and was reduced to powder in the mortar.13）
　Robert Fortune は染色加工の手順を細かく記録するために茶葉工場の人に加工工程をみせるように頼
んだ。当茶葉工場を運営していた管理者は、今回の染色作業の担当者として加工手順をデモンストレー
ションした。まず、購入したプルシアンブルー染料の一部を、化学実験用の磁器のボウルに入れ、非常
に細かい粉状になるまで粉砕した。また、同時に、若干の石膏が茶葉を焙煎している炭火で焼き付けら
れている。この目的は、染料であるプルシアンブルーと同じ方法で、非常に細かい粉末に研磨できるよ
うに柔らかくすることである。十分に焼いた後、火から取り出された石膏を粉砕してボウルの中で粉状
になるまで細かくした。このように調製された 2 つの粉末は、石膏 4 対プルシアンブルー 3 の割合で混
合され、淡青色の粉末とされた。
　この加工者は実にフェロシアン化鉄（Fe 4［Fe（CN）6 ］3 ）、即ちプルシアンブルー（Prussian Blue）を
調整している。青色無機顔料の一種として、プルシアンブルーは青色顔料や青写真などに用いられてき
た。1704年、乾燥した牛の血液を炭酸カリウムと加熱してから水で浸出し、取られた溶液に硫酸鉄（Ⅱ）
（FeSO 4 ）と明礬溶液（M
IMIII（SO 4 ）2 ・12H 2 O）を加入して沈殿させ、沸騰後に塩酸を加えて得られる
プルシアンブルーは最初の調合方法として、ベルリンのヂッペルに見出された14）。そして、プルシアンブ
ルーの発見の契機とした動物油を蒸留すると、低沸点部分で無色、透明、悪臭のある液体が動物油でシ
13） Robert Fortune, Two Visits to the Tea Countries of China: and the British Tea Plantations in the Himalaya; 
with a Narrative of Adventures, and a Full Description of the Culture of the Tea Plant, the Agriculture, 
Horticulture, and Botany of China, London: John Murray, Albemarle Street, 1853, Vol. 2, Chapter 5, p. 69.
14） Gmelins Handbuch der Anorganischen Chemie. 8 Aufl. EisenB （Deutschen Chemischen Gesellschaft, 1932）, 
pp. 670-723.
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アン化物イオンを含んでいる15）ことで、プルシアンブルーがシアンの化学の源流とされた。
　シアン化合物は、人体に有毒であり、ごく少量で死に至る。人体に対しても猛毒で現れる中毒作用と
して、消化管粘膜の腐食、血液に対する作用、酵素活性の阻害、呼吸中枢を冒すなどがあげられる。症
状としては、吸入、内服後、数秒～ 1 分程度で、失神、痙攣、呼吸麻痺が生じ、死亡する。長期又は反
復曝露による甲状腺、腎臓、肝臓、脾臓、中枢神経系の障害のおそれがある16）。
　しかし、プルシアンブルーはその組成に CN- イオンを含む物質ではあるが、ヘキサシアニド鉄（II）
酸塩（Na 4［Fe（CN）6 ］）とヘキサシアニド鉄（III）酸塩（Na 3［Fe（CN）6 ］）同様に難分解性シアノ錯体
とも呼ばれ、CN- イオン（シアン化物）は強く鉄原子と結合しているため遊離しにくいため、通常は生
体に対してシアン化合物としての毒性はないと思われる。また、［Fe（CN）6 ］
4 -（フェロシアン化物イオ
ン）は、水溶液中で電離しても配位子の CN-（シアン化物イオン）が安定している（解離定数 K は10-36）
ため、無機シアン化物のような毒性は示さない17）。
　一方、医療方面では、プルシアンブルーが放射性セシウム結合剤として使用されている。事故でセシ
ウム137を摂取した場合、プルシアンブルー（紺青）で治療され、これは紺青がセシウム137に結合し、
体外への排出を促進するためである18）。以上の原因で、フェロシアン化カリウムはフェリシアン化カリウ
ムよりも安定性があり、フェリシアン化カリウムとは違ってなかなかシアン化水素を遊離させないため、
基本的に無毒だとされている（フェリシアン化カリウムは有毒とされている）ことから、プルシアンブ
ルー自体に毒性はないと認められる。
　また、日本では、2002年よりプルシアンブルーでのフェロシアン化合物を食品添加物として承認さ
れ19）、その使用目的は食塩の固結防止添加物である。2018年初に、中国でフェロシアン化カリウムを含む
食塩が有害であるとする情報がネットで拡散されたが、一般的な摂取量を安全範囲以内でコントロール
すれば問題がないとされている。
　しかし、もう一つの添加物の石膏、即ち硫酸カルシウム（CaSO 4 ）はプルシアンブルーと相反するの
である。現在の食品添加物と指定される食用石膏と異なって、この天然鉱物から採集した「石膏」には、
シリカ（SiO 2 ）、礬土（Al 2 O 3 ）、酸化鉄（Fe 2 O 3 ）、酸化マグネシウム（MgO）、酸化ナトリウム（Na 2 O）
などの不純物が多く、低純度と高重金属含有量の特徴があると思われる。とくに、健康に有害する鉛、
水銀、砒素、カドミウムなどの重金属化学元素を含有する石膏には、その重金属含有量が現在の食品安
全基準を超えたのである。このような石膏を添加物として添加された茶葉を長時間で飲用すると、過剰
に摂取された鉛、水銀、砒素、カドミウムなどの重金属量は、慢性結膜炎、臭覚・味覚の鈍化、呼吸器
15） 日吉芳朗、「プルシアンブルーの化学」、化学史研究会編集『化学史研究』、第23巻、1996年、54頁．
16） Vale, J. A., Cyanide Antidotes: from Amyl Nitrite to Hydroxocobalamin – Which Antidote is Best?, Toxicology, 
2001, 168 （1）: 37–38.
17） 牛均宁，《气相色谱法研究配位化合物的热稳定性―ⅩⅢ．普鲁士蓝化合物的热分解及其加氢反应研究》，《无机化学
学报》1985年00期．
18） 于志洁，贾福星，《普鲁士蓝对体内放射性铯的促排效果及其毒性研究》1990年第01期，中国科学院上海应用物理研究
所，57-61页．
19） 塩の情報室、塩の添加物（フェロシアン塩）、http://www.siojoho.com/s02/13.html
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系疾患、ひいては発がん性を招く可能性がある。
　こうして、茶葉の加工作業で必要とする染料の準備が整った。
　茶葉を焙煎する最後に行われる重要なプロセスで淡青色の粉末は、着色物質として茶葉の表面に十分
に付着するために、以下のような工程になる。茶葉を釜から取り出す約 5 分（このタイミングは線香に
よって決められた）前に、操作者は小さなスプーンを用い、茶葉を焙煎している各釜の中に淡青色の着
色粉末を少量振りかける。着色物質が均等に茶葉の表面に付着するように粉末をいれ、同時に茶葉を炒
める人は両手で茶葉を急速にかき混ぜる20）。
　染料により作業者の手は青色に染められ、Fortune は、もしこのプロセスを行う現場が緑茶消費者に
見られると、彼らの好みが変わり、純粋な緑茶を選び始める可能性もあると考えた。Fortune の立場も
Warington と同様に、加工されない状態である純粋な茶葉より、着色された偽装食品にあたる茶葉が、
はるかに茶商と消費者より愛顧を受けるという茶葉市場の状態は異常であると批判した。
　緑茶に染色加工する原因については、Robert Fortune が緑茶生産区の中国人にインタビューしたイギ
リス人の記録を取り上げ、このインタビューでは、染色されてない茶葉の方が良いと思われ、中国人さ
えも染色加工された茶葉を飲めないと認めていることが明らかとなった21）。
　一方、形と色が均一に加工された茶葉は美しく見えるため、外国人が純粋な茶葉よりプルシアンブル
ーや石膏と混ぜたほうを好み、茶商人はこのような双方に利益がある行為に異議を唱える必要がないと
した。しかも、染色添加物が安価であり、茶葉を染色加工してもコストにあまり負担がかからない。ま
た、加工された茶葉は海外の茶葉市場で人気があったため、茶商人がこのような茶葉から高利益を得る
こともできた22）。
　染色加工の工程だけではなく、Fortune は茶葉で添加された染色物質の量に関しても詳しく調査した。
この調査の目的は、この工程を中国や外国の人々に暴露するためではなく、イギリスやアメリカにおけ
る緑茶消費者に毎年プルシアンブルーと石膏が体内にどのぐらい吸収されるかを周知してもらうためで
あり、また、茶葉の染色加工に対する注意を喚起するためである。茶葉で添加された染料の量について、
14.5ポンドごとの茶葉に 8 銭 2 分 5 厘、ひいては 1 オンス以上の染料が使用されていると記録されてい
る。さらに、イギリス人やアメリカ人はこのように染色された100ポンド緑茶を飲むと、実際に0.5ポン
ド以上のプルシアンブルーと石膏を摂取していることも指摘されている。
　茶葉加工の工場で現地調査を行う際、Fortune は、茶葉に 2 種類のプルシアンブルーが染料として添
加されたことを発覚した。一つは普遍的に使われたが、もう一つは、中国の北部23）しか見られなかった。
このような浅い白色付きのプルシアンブルーは非常に美しくて普通のものより重さは軽い。広州の茶葉
20） Robert Fortune, Two Visits to the Tea Countries of China: and the British Tea Plantations in the Himalaya, 
London: John Murray, Albemarle Street, 1853, Vol. 2, Chapter 5, p. 70.
21） Robert Fortune, Two Visits to the Tea Countries of China: and the British Tea Plantations in the Himalaya, 
London: John Murray, Albemarle Street, 1853, Vol. 2, Chapter 5, p. 71.
22） Robert Fortune, Two Visits to the Tea Countries of China: and the British Tea Plantations in the Himalaya, 
London: John Murray, Albemarle Street, 1853, Vol. 2, Chapter 5, p. 72.
23） ここは、長江流域の中流から下流にかけての辺りを「北部」と呼ばれる。
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生産者が薑黄根をよく使用していたが、徽州の茶葉工場ではそれほど見られない。
　このような添加物の成分を明確にするために、Fortune は茶葉工場で働いていた中国人からもらった
染料を添加物サンプルとして保存した。1851年にこれらのサンプルはイギリスに郵送され、一部のサン
プルは勧業博覧会期間のうちに化学専門家である Robert Warington に転送された。Warington は添加
物サンプルについての研究を行い、それに関するの結果は、1852年に化学学会で“Observations on the 
Teas of Commerce”のタイトルで以下のように発表した。
 “Mr. Fortune has forwarded from the north of China, for the Industrial Exhibition, specimens 
of these materials （tea dyes）, which, from their appearance, there can be no hesitation in 
stating are fibrous gypsum （calcined）, turmeric-root, and Prussian blue; the latter of a bright 
pale tint, most likely from admixture with alumina or porcelain-clay, which admixture may 
account for the alumina and silica found as stated in my previous paper, and the presence of 
which was then attributed possibly to the employment of kaolin or agalmatolite.”24）
　Fortune は中国北部から採集した常用の茶葉染料サンプルを勧業博覧会に提出した。外観から見ると、
これらの染料サンプルは、繊維石膏（煆焼したもの）、薑黄根及びプルシアンブルーに属することが明確
である。特に、染料サンプルであるプルシアンブルーが浅い白色を付着する原因は、染料の中でカオリ
ンや礬土が混入されたからである。その根拠は、1844年に発表した“Observations on the Green Teas 
of Commerce”のように、実験検査結果によって、添加物とした緑茶サンプルの表面に付着している白
い粉末には、酸化アルミニウム（Al 2 O 3 ）とシリカ（SiO 2 ）が含有されていたことである。しかも、酸
化アルミニウム（Al 2 O 3 ）とシリカ（SiO 2 ）の存在は、この白い物質はおそらくカオリン25）、或は主な
成分が滑石であるアガルマトライトと推測することを可能にした。
おわりに
　1840年代からイギリス投機商人は茶葉貿易に着目していたが、1860年代以降、長江航行の自由通商を
施行されると、茶葉貿易の繁栄は巨額の利潤をもたらすと同時に数多くの海外茶商も参入した。しかし、
商人での不当競争は中国とイギリス市場において数件の投機事件を引き起し、そのためにイギリス市場
では大量の偽装茶葉が氾濫する状態になったのである。この 2 世紀以来、イギリスは長い間にわたり中
国茶葉貿易の主要な輸入国であり、ひいては後期になるとイギリスが輸入した中国茶葉の数量はすでに
24） Robert Warington “XV. Observations on the Teas of Commerce”, the Quarterly Journal of the Chemical Society 
of London, Volume 4, 1852, pp157-158.
25） 主成分はカオリナイト（Al 2 O 3 ・ 2 SiO 2 ・ 2 H 2 O）またはハロイサイト（Al 2 O 3 ・ 2 SiO 2 ・ 4 H 2 O）であり、ハロ
イサイトは硫酸アルミニウムの原料となる。カオリンは陶磁器、セメント、ゴム、リノリウム、製紙、クレヨン、レ
ーキなどに添加剤として使用される。クレヨンとレーキは水溶性の色素で顔料として使い、リノリウムは乾燥剤と
して使用された。
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中国全国茶葉生産量の 2 割を占めていた。
　しかし、当時における中英茶葉貿易の規模とイギリス人は茶葉生産を把握する程度を比較すると、双
方の隔たりが甚だしいと考えられる。しかも、茶葉は中国の主な輸出品として、その生産と加工は長時
間で中国に限られていたため、中国人は茶葉の栽培、採集、製茶及び加工を行った後、商品の茶葉を原
価と利潤が含まれる高価でイギリス人に売り出す。その結果、茶葉貿易ではイギリスにとって中国が完
全に支配する状況に甘んじなければならなかった。さらに、イギリス人の数少ない茶葉生産の知識と、
イギリス国内における茶葉商人が茶葉の原価を下げることに対する切実な要望は、このような混乱の状
況となったのである。
　茶葉貿易独占権が奪われた東インド貿易会社はもはやこの隠れた問題を認識し、自身の茶葉貿易の規
模を維持するために植物研究家の Robert Fortune を中国に派遣して中国の茶葉生産事情を調査させた。
「南京条約」による五港開港のおかげで、Fortune は中国の廣州、上海、寧波、福州、廈門に行けた。さ
らに、開港された五つの沿海地区だけにとどまらず、身分を隠しながら中国人の姿に変装して、当時の
イギリス人に「北部」とした東南沿海部の農村に入った。
　それに限らず、Fortune は当時に未開放であった蘇州府と杭州府、及び茶葉生産地域である徽州の松
蘿山と福建省の武夷山地域など外国人の進入を厳禁する奥地まで潜入し、途中次々と茶葉に関する研究
も調査も行った。さらに、1848年に Fortune は 2 回目の中国での茶葉調査では、中国の南部へ踏み込み、
安徽省徽州の緑茶生産区で現地調査を行い、「偽装茶葉」の染色問題を指摘して染色加工の流れを詳細に
記録した。この記録は「偽装茶葉」の染色研究に科学的根拠を提供した。
　こうして Fortune によって、中国茶葉生産の現地において、偽装されている事実が確認されたのであ
る。そのことは、イギリスの人々に大きな話題を提起した。これからほどなく、イギリス人の嗜好品で
あった茶葉は中国茶葉からインド茶葉へ移行する重要な分岐点と重なる。その要因の一つはインド茶葉
が1870年代以降中国茶葉に代わってイギリス市場に活躍することも重なる。そして、それまでイギリス
市場において使われていた中国茶葉の代わりに、急激に増えていったインド茶葉がイギリス市場に進出
したのは、科学技術の進展とともに、もう一つは Fortune の調査による中国茶葉に対する偽装加工の不
信感という影響も少なくなかったであろう。
